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学　位　論　文　題　名

Formation and Catalytic Activity of Palladium Nanostructure Through the Spatially
Oriented Biomineralization Peptide

（立体配向制御バイオミネラリザーションペプチドを介したパラジウムナノ構造体の形成と触媒活性）

　金属ナノ構造の形成において、バイオミネラリゼーションペプチドを用いた方法が非常に注目され
ている。本研究では、まずバイオミネラリゼーションにおけるバッファーの影響を解明した。さらに、
および多量体化ペプチドを構造制御素子として用いたバイオミネラリゼーションによりユニークなパ
ラジウムの３次元ナノ構造の形成に成功し、その形成メカニズムを提案した。加えて、この３次元ナ
ノ構造体が高い触媒活性を持つことを明らかにした。これらの新規手法およびメカニズムは、新規金
属ナノ材料開発への新展開をもたらすものと期待される。
　よって、本論文は、北海道大学博士 (理学) の学位申請論文として審査に値するものと認めます。


